
平成30年12月3日

養父市市民生活部文化会館建設推進室

※添付資料、別紙については省略します。

　　〔　外　　　装　〕

1 意匠図 A02・06

屋根(1)及び室外機置場(1)～(4)の防
水断熱はt40(A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保
温板3種b]と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。ただし厚みはt100とし
ます。 可

2 意匠図 A02・06

又、上記防水立上りは、露出仕上と
し、保護ﾊﾟﾈﾙ等は不要で宜しいで
しょうか。必要あれば仕様を御指示
下さい。

乾式保護パネルをお見込みくださ
い。 可

3
要求水準書
意匠図

A-01
A12・15

勾配屋根の軒先部形状が図面により
異なるように思われます。断面図を正
と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

添付矩計図を正とします。 可

4
要求水準書
意匠図

A-01
A12・15

又、上記軒先部の各部位の仕上が
不明確ですので詳細を御指示下さ
い。

上記の通りです。 可

5
意匠図
構造図

A12
S20

屋根(3)の屋根寸法(Y方向止まり位
置)及び開口位置･寸法が意匠と構
造で異なります。構造図を正と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

6
意匠図
構造図

A12
S21

屋根(2)の形状(寸法)についても、構
造図が正と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。 可

7 意匠図
A12 屋根(6)の屋根寸法及び形状が不明

確です。W*D寸法及び断面形状<各
部位仕上含む>を御指示下さい。

8000ｘ5000、仕上げは屋根(2)と同じ
とします。 可

　　〔　内　　　装　〕

8 意匠図 A06・07
天井PC版打放し範囲でRC梁は打放
し補修素地で宜しいでしょうか。御指
示下さい。

クリア塗装を見込んでください。 可

9 意匠図 A06・07
壁杉型枠打放しは素地のままで、ｸﾘ
ｱ塗装などは不要と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

クリア塗装を見込んでください。 可

10 意匠図 A18
図書館棟風除室-3　断面詳細を御
指示下さい。

基本設計につき詳細まではございま
せん。SSD上部は金属パネルによる
天井があるものとして適宜お見込み
ください。

可

11 意匠図 A06・25
舞台壁ｸﾞﾗｽｳｰﾙｔ50は48㎏品を正と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。 可

12 意匠図 A06・18
音楽ｽﾀｼﾞｵとﾘﾊｰｻﾙ室　間仕切の断
面詳細を御指示下さい。

別紙②の通りです。 可
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13 意匠図 A18
音楽ｽﾀｼﾞｵとﾘﾊｰｻﾙ室　収納の仕上
を御指示下さい。

EP仕上げ程度をお見込みください。 可

14 意匠図 A06・18
客室段床　蹴上の仕上もﾌﾛｰﾘﾝｸﾞで
宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

15 意匠図 A06・18
客席壁　木ﾙｰﾊﾞｰの下にも内装薄塗
材が必要と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

不要とします。 可

16 意匠図 A06

客席の仕上表に花道の鋼製床組が
ありますが、客席両袖の壁曲面部分
の床と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

よろしいです。 可

17 意匠図 -
耐火被覆は不要と考えて宜しいで
しょうか。必要であれば、範囲と仕様
を御指示下さい。

主要構造部に必要となります。 可

18 意匠図 A08
床下空調ﾁｬﾝﾊﾞｰは防水ﾓﾙﾀﾙで宜
しいでしょうか。御指示下さい。

矩計図の通りGWをお見込みくださ
い。 可

　　〔　雑　　　金　〕

19 意匠図 A04・35

工事区分表で家具･什器備品は別途
ですが､Ａ35図･図書館家具は別途
工事と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

本工事です。 可

20 意匠図 A35・A09
又本工事の場合は1階平面図にＡ35
ﾘｽﾄ以外にも実線書入れ家具が有り
ますが、詳細を御指示下さい。

木製書架は単式タイプ２段程度をお
見込みください。 可

21 意匠図 A35・A37

図書館サインが、A35図書館ｻｲﾝと
A37図ｻｲﾝで食い違いますが、A37
図を正と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

図書館サインについてはA35を正と
してください。 可

22 意匠図 A35
図書館家具ﾘｽﾄの機器･その他ｱｲ
ﾃﾞｯｸ同上品は別途工事と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

図面に記載のものは本工事です。 可

23
意匠図
要求水準図

A10
A04

ﾎｰﾙの客席はA10図で640席になりま
すが、要求水準図A04より、650席と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。 可

24 意匠図
A10

又親子観覧席の椅子は別に4席、ﾎｰ
ﾙ客席の椅子仕様と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

親子室内のソファー席は別途工事に
つき不要とします。 可

25 意匠図 A06・07

1階楽屋・ﾘﾊｰｻﾙ室・授乳室・2階親
子観覧席・調整室のｶｰﾃﾝは別途工
事と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

基本設計段階につき詳細はございま
せんが、カーテンは本工事とし適宜
お見込みください。

可



26 意匠図 A28

舞台機構工事区分表のその他、大
道具備品製作・既設末羽目板･音響
映像機器工事は別途で宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

よろしいです。電気図に記載のない
音響映像機器は別途工事となりま
す。

可

　　〔　建　　　具　〕

27 意匠図 A13

南立面図のX1-X2通り間にあるｻｯｼ
は無いものと考えて宜しいでしょう
か。必要な場合は、建具詳細を御指
示下さい。

よろしいです。 可

28 意匠図 A18・A24
和室の間仕切り建具WD3は、2箇所
となっていますが、1箇所と読替えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

大きさを合算するのであれば１箇所
としても結構です。 可

29 意匠図 A18・A19
屋外階段の入口部・ﾃﾗｽ取合部に建
具がありますが、詳細が不明です。
建具詳細を御指示下さい。

管理扉になります。スチールパイプ
製、リン酸処理仕上げ、H=1500、
W900程度をお見込みください。

可

30 意匠図 A18・A22

SD5aとSD5bの箇所数は、建具ｷｰﾌﾟﾗ
ﾝを正とし、SD5a:2箇所、SD5b:2箇所
と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 可

31 意匠図 A０２・A22
SSD1とSSD2の表面仕上はHL仕上と
し、曲げ加工は角出し曲げと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

32 意匠図 A21

AW15の備考にｲｽﾀｰｶｰﾃﾝとありま
すが、姿図は引込窓となっていま
す。ｲｽﾀｰｶｰﾃﾝではないものと考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

33 意匠図 A23
SD16bとSD17bのｶﾞﾗｽは、特定防火
設備のためＴ１０(耐熱)に読替えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

耐熱Ｔ６＋Ａ６＋耐熱Ｔ６複層ガラス
をお見込みください。 可

34 意匠図 A21～A24

鋼製建具のｶﾞﾗｽ面(ｽﾘｯﾄ窓を除く)も
AW同様に飛散防止ﾌｨﾙﾑを見込む
と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 可

（外構関係）

35
設計図書外構

図
－

・外構特記仕様書がありません。御
発行をお願い致します。

詳細は実施設計にて決定します。基
本設計段階では提示できるものはあ
りません。

可

36
設計図書外構

図
A-39
A-47

・コンクリートベンチ・パーゴラの数量
が図面から読み取れません。数量・
仕様の御指示をお願い致します。

A-40及びA-47に記載しております
のでご確認ください。 可

37
設計図書外構

図
A-39

上記№2のうち、北東新設道路に越
境して配置されているものについて
は、別途工事と考えてよろしいでしょ
うか。

まちかど広場のパーゴラについては
本工事として見込んでください。 可

38
設計図書外構

図
－

・水路の断面詳細図がありません。御
発行をお願い致します。

A-41に寸法は記載しております。
コンクリート既製品をお見込みくださ
い。

可



39
設計図書外構

図
－

・水路車両横断部の仕様・詳細図が
ありません。（耐荷重・グレーチングor
化粧蓋？）

A-41に寸法は記載しておりますので
ご確認ください。 可

40
設計図書外構

図
－

・排水桝・集水桝リストがありません。
（平断面詳細図・管低レベル図）

A-41に寸法は記載しておりますので
ご確認ください。基本設計につき詳
細はございません。適宜お見込みく
ださい。

可

41
設計図書外構

図
－

・冠水設備図がありません。不要と考
えてよろしいでしょうか。

A-42給水平面図が該当します。 可

42
設計図書外構

図
－

・汚水排水計画図がありません。御
発行をお願い致します。

M-32に記載されておりますのでご確
認ください。 可

43
設計図書外構

図
－

・池周囲落下防止柵・目隠しフェンス
詳細がありません。御発行をお願い
致します。

詳細は実施設計にて決定します。基
本設計段階では提示できるものはあ
りません。適宜お見込みください。

可

44
設計図書外構

図
A-39

・民家周囲、防音フェンスに変更する
ようなことはないと考えさせていただ
きます。

よろしいです。 可

45
設計図書外構

図
A-47

・池の道路側に落下防止柵が必要と
考えますが、別途工事と考えてよろし
いでしょうか。

本工事です。適宜お見込みください。 可

46
設計図書外構

図
A-47

・池の防水仕様詳細がありません。御
発行をお願い致します。（図の通りの
位置の防水シートのみでしょうか？防
水シート仕様・シート継手規定を御指
示下さい）

A-47に記載しておりますのでご確認
ください。防水シートの仕様等は基
本設計につき詳細はございません。
適宜お見込みください。

可

47
設計図書外構

図
－

・既存ＣＢ構造図（基礎断面図）が無
い為、解体数量が算出できません。
現地調査でも基礎寸法は不明であっ
た為、数量を指示の上、図面の御発
行をお願い致します。

基礎寸法は高さ等から想定し適宜お
見込みください。 可

（ホール関係） 可

48
設計図書意匠

図
－

・南北方向の断面図詳細がありませ
ん。御発行をお願い致します。

詳細は実施設計にて決定します。基
本設計段階では提示できるものはあ
りません。

可

49
設計図書意匠

図
－

・断面詳細図詳細がありません。御
発行をお願い致します。

詳細は実施設計にて決定します。基
本設計段階では提示できるものはあ
りません。

可

50
設計図書意匠

図
－

・ホールの展開図詳細がありません。
御発行をお願い致します。

添付、矩計図のホール壁展開を参
考としてお見込みください。 可

　　〔　構　　　造　〕

51 構造図 S34
梁ﾘｽﾄG22において、R3FL～R1FLの
左端は、端部と読み替えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

52 構造図
S19～20
S34

G23L・G23Lの使い分けが伏図で区
別されていません。御指示下さい。

添付図を参照ください。 可

53 構造図
S20
S41

梁ﾘｽﾄ　PG1Aは、伏図よりPG2　と読
み替えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 可



54 構造図 S18
ﾎｰﾙ棟と図書館等の間にExp.Jは無
いものとして宜しいでしょうか。御指
示下さい。

よろしいです。 可

55 構造図
S19
A12

屋根6を支持する鉄骨が図示されて
いません。部材ﾒﾝﾊﾞｰ･配置を御指
示下さい。

屋根先端の柱　□-250×250×9
屋根外周大梁　H-350×175×7×11
小梁　H-350×175×7×11（2本）

可

56 意匠図 A09～11

階段（1）（2）（3）・調整室～ﾋﾟﾝｽﾎﾟｯﾄ
階段・屋外階段・荷捌き小階段　は、
鉄骨階段として宜しいでしょうか。御
指示下さい。

よろしいです。 可

57 意匠図 A-28
すのこ工事・ﾏｼﾝｷﾞｬﾗﾘｰ工事に含ま
れる鉄骨図を御指示下さい。

基本設計につき詳細まではございま
せん。Y3～Y8、X3～X5にあるものと
して適宜お見込みください。マシン
ギャラリーは両袖にW3000でX3～X5
まであるものとしてお見込みくださ
い。

可

58 構造図 S18
柱符号の無い礎柱は、全てFC1とし
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

柱符号のない礎柱は1階の柱配筋が
基礎まで伸びます。 可

59 構造図
S2
S9

RC梁貫通補強には、既製品を使用
することが可能なものとして宜しいで
しょうか。不可の場合、補強要領を御
指示下さい。

既製品も可です。 可

60 構造図 －
RC梁･S梁の設備用梁貫通の径・か
所数を御指示下さい。

基本設計につき詳細まではございま
せん。適宜お見込みください。 可

61 構造図 軸組図

PC緊張後に後打ちとなる壁のｺﾝｸﾘｰ
ﾄは、ジョウゴ打ちとし、上部のH=200
程度は、無収縮モルタルをｸﾞﾗｳﾄする
ものとして宜しいでしょうか。御指示
下さい。

よろしいです。 可

62 構造図
S31
軸組図

基礎梁下端で増打厚さが700を超え
る場合、増し打ち補強要領は700以
下に倣うものとして宜しいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。 可

63 構造図 軸組図
基礎梁と独立基礎の取り合い部の
ﾊﾞｯﾄﾚｽの配筋要領を御指示下さい。

添付図を参照ください。 可

64 構造図 S2
圧接後の抜取試験は、引張･超音波
探傷のいずれかでよいものとして宜し
いでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 可

65 構造図 Ｓ3

土間ｺﾝｸﾘｰﾄは、耐久設計基準強度･
構造体強度補正値　ともに適用外と
して宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。 可

（設備関係）

66 電気設備図 E-04

音響用変圧器について
電気音響性能確保のため、混触防
止板付の絶縁変圧器やノイズ対策変
圧器を採用する必要はないでしょう
か。

混触防止板付の絶縁変圧器としま
す。 可



67 機械設備図 M-01

屋内給水配管（空調加湿給水共）が
HIVPとなっております。漏水防止を
考慮し、塩ビライニング鋼管（SGP-
VA）とした方がよいと考えます。給水
配管材質の仕様変更をご検討いた
だけないでしょうか。

よろしいです。 可

68 機械設備図 M-16

図書スペースの吹出口は要求水準
書（基本設計説明書）A-16図を正と
し、床吹出しとしてよろしいでしょう
か。床吹出し口の数量を客席部分同
様にご指示いただけるようお願いい
たします。

よろしいです。仕様は原田産業のク
ランツ床吹出口とし、数量は適宜お
見込み下さい。参考URLを記載しま
す。
http://archi.haradacorp.co.jp/krantz.
html

可

69 機械設備図 M-04

要求水準書（基本設計説明書）A-16
図に、読み聞かせコーナーの除湿に
●印が記載されておりますが、空調
機器表には明記されておりません。
空調機器表を正とし、読み聞かせ
コーナーへの除湿機設置は不要とし
てよろしいでしょうか。

よろしいです。 可


